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澤
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熊
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史
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総
会
は
12
時
よ
り
、
議
長
に
島
崎

明
氏
（
東
京
）
を
選
出
し
て
始
ま
り
、

大
熊
会
長
は
「
浦
電
事
件
の
最
高
裁

に
よ
る
上
告
棄
却
は
許
せ
な
い
。

大
震
災
で
被
災
し
た
Ｏ
Ｂ
会
員
を

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。
今
年
は

各
地
で
レ
ク
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
の
活
動
強
化
に

力
を
注
い
で
い
く
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。 

そ
の
後
、
中
央
本
部
の
石
井
副
委
員

長
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
職
場
活
動
を

規
制
・
排
除
す
る
攻
撃
を
強
め
て
い
る

会
社
の
動
き
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

               

              

来
賓
に
は
最
高
裁
で
「
上
告
棄
却
」

の
不
当
判
決
を
受
け
た
美
世
志
会
の

小
黒
加
久
則
さ
ん
ゃ
、
す
っ
か
り

議
員
の
風
格
も
付
い
た
田
城
郁
参
議
院

議
員
を
始
め
、
数
多
く
の
方
々
が

見
え
ら
れ
、
激
励
の
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。 

総
会
は
そ
の
後
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
よ
り

「
被
災
者
支
援
、
脱
原
発
」
ゃ
一
年
間

取
り
組
ん
で
き
た
経
過
報
告
と
、
今
年

か
ら
新
た
に
開
催
す
る
「
総
合
車
両

セ
ン
タ
ー
」
の
交
流
会
ゃ
、「
地
域
活
動

の
活
発
化
」
等
を
謳
っ
た
一
年
間
の

方
針
の
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
活
動
を
支
え
た
会
計
報
告
ゃ

会
計
監
査
報
告
が
あ
っ
た
後
、
休
憩
を

挟
ん
で
質
疑
応
答
に
入
り
、
12
地
本
の

Ｏ
Ｂ
会
よ
り
13
名
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。 

   

13
名
の
委
員
か
ら
は
、
各
地
方
で

取
り
組
ん
で
き
た
「
脱
原
発
署
名
、

被
災
家
族
激
励
の
仙
台
行
動
、
Ｏ
Ｂ
会

初
の
講
演
会
、
現
役
の
政
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
へ
の
参
加
、
県
高
退
連
へ
の 

                

加
盟
」
等
の
活
動
報
告
と
教
訓
が

発
言
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
中
央
本
部
ゃ
本
部
Ｏ
Ｂ
会
へ

善
処
を
求
め
る
意
見
も
数
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。 

                    

こ
れ
ら
の
貴
重
な
意
見
の
中
で
、
中
央

本
部
へ
の
要
望
意
見
は
、
後
日
、
文
書
で

本
部
へ
申
し
入
れ
を
し
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
へ

出
さ
れ
た
要
望
意
見
に
つ
い
て
は
新
役
員

体
制
に
な
っ
た
「
第
一
回
役
員
会
（
三
役

会
議
）」
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

   

新
役
員
体
制
は
、
会
則
の
一
部
改
正
に

よ
っ
て
副
会
長
が
一
名
増
え
、
総
合
車
両

セ
ン
タ
ー
出
身
の
古
川
建
三
さ
ん
（
郡
山

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
）
が
就
任
し
、
五
名
に

増
強
さ
れ
た
体
制
に
な
り
ま
し
た
。 

総
会
は
、
声
高
ら
か
に
「
総
会
宣
言
」
が

読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、
16
時
50
分
に
無
事

終
了
し
ま
し
た
。 
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原
発
事
故
が
足
枷
に 

４
月
23
日
、
桜
前
線
が
北
上
す
る
中
、
す
っ
か
り
葉
桜
と
な
っ
た

東
京
の
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
・
大
会
議
室
で
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
第
十
六
回

定
期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
全
12
地
本
か
ら
集
ま
っ
た

委
員
・
Ｏ
Ｂ
担
当
者
の
ほ
か
に
、
田
城
参
議
院
議
員
を
始
め
多
く
の
来
賓
も

激
励
の
た
め
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

 

 参議院議員 田  城      郁 

 美世志会 小  黒  加久則 

 ＪＲ総連ＯＢ連絡会副会長 川  端      実 

 9条連事務局員 木  瀬  慶  子 

 ㈱鉄道ファミリー社長 二  宮  君  夫 

 ㈱自然と人間社社長 一  石  裕  三 

ＯＢ会総会で挨拶される田城議員 

 

中
央
本
部
へ
の
要
望
意
見 

 

精
神
障
害
者
に
も
Ｊ
Ｒ
運
賃

割
引
を
適
用
し
て
ほ
し
い
。 

 

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
待
遇
改
善

を
更
に
進
め
て
ほ
し
い
。 

 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
へ
の
要
望
意
見 

 

被
災
し
た
Ｊ
Ｒ
各
線
の
早
期
復

旧
を
求
め
る
署
名
活
動
を
Ｏ
Ｂ

会
も
支
援
し
て
ほ
し
い
。 

 

活
発
な
教
宣
活
動
に
は
、
表
彰

し
て
は
ど
う
か
。 

 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
に
見
舞
金
制
度
を

確
立
し
て
は
ど
う
か
。 

 

田
城
議
員
の
活
動
を
知
る
講
演

会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。 

新
た
な
取
り
組
み
の
方
針 

要
望
意
見
が
続
々
と 

５
名
の
新
役
員
を
加
え
て 



           

講
演
者
は
、

八
王
子
地
本

初
代
委
員
長
の

奈
良
剛
吉
さ
ん

で
、
病
後
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

お
話
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

奈
良
さ
ん
は

講
演
の
冒
頭

で
、
医
師
か
ら 

 

今
月
か
ら
始
ま
る 

〝
わ
が
町
の
有
名
人
〟

を
紹
介
す
る
第
一
回
は
、

盛
岡
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の

中
で
、
野
球
に
熱
中
し
な
が
ら
人
の

面
倒
見
の
良
い
内
海
勝
行
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

野
球
好
き
は 

自
ら
も
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
監
督
を
務
め
る
傍
ら
、
45

年
間

た
だ
一
筋
母
校
の
岩
手
県
立
気
仙
沼

向
洋
高
校
の
甲
子
園
出
場
を
夢
み
て
、

私
設
応
援
団
長
と
し
て
県
予
選
か
ら

熱
狂
的
に
応
援
す
る
姿
は
、
し
ば
し
ば 

          

 「
傷
口
の
治
り
が
早
い
ネ
」
と
言
わ
れ
た
事
を

得
意
気
に
紹
介
し
な
が
ら
、
病
気
に
負
け
な
い

身
体
を
創
る
た
め
に
は
「
納
豆
」
や
「
ヨ
ー

グ
ル
ト
」
な
ど
の
発
酵
食
品
を
摂
る
こ
と
が

大
切
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

  

講
演
は
、「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
」
が
最
近

変
質
し
て
き
た
経
緯
を
具
体
的
な
例
を

挙
げ
、
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
後
輩

た
ち
は
苦
闘
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｂ
も
悩
み
と 

 地
元
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
に
ぎ
わ
す
ほ
ど

で
す
。 

ま
た
内
海
さ
ん
は
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の

副
会
長
を
務
め
な
が
ら
町
内
会
の

自
治
会
長
と
し
て
も
活
躍
。

東
日
本
大
震
災
で
は

自
宅
を

流
出
し

な
が
ら

も
、
同
じ
町
内
会
で
被
災

し
た
人
達
を
激
励
し
て
歩
い
て

い
ま
す
。 

そ
ん
な
内
海
さ
ん
の
姿
を
見
て

「
有
り
難
い
こ
と
で
す
」
と
い
う
町
民
の

声
。 

   

苦
し
み
を
共
有
し
、
一
緒
に
闘
う
べ
き
だ
」
と
、

参
加
し
た
Ｏ
Ｂ
達
に
訴
え
ま
し
た
。 

 

 講
演
は
更
に
続
き
、「
橋
下
大
阪
市
長
や

石
原
都
知
事
の
人
気
が
高
い
の
は
、
既
成
政
党

へ
の
不
信
と
経
済
・
財
政
危
機
が
あ
る
か
ら
だ
。

Ｏ
Ｂ
は
世
の
中
の
理
不
尽
な
事
に
は
声
を

出
し
続
け
、
現
役
組
合
員
と
共
に
闘
っ
て

い
こ
う
」
と
結
び
ま
し
た
。 

こ
の
講
演
に
は
、
八
王
子
地
本
か
ら
沼
澤

副
委
員
長
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
伊
藤
事
務
局
長

と
笹
芳
事
務
局
次
長
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
講
演
集
会
に
参
加
し
た
Ｏ
Ｂ
会
員
は
、

病
気
を
完
治
し
た
講
演
者
の
奈
良
さ
ん
か
ら

元
気
と
勇
気
を
も
ら
い
、
変
質
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日

本
を
「
人
間
尊
重
企
業
」
の
精
神
に
立
ち
返
ら

せ
よ
う
と
決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。 

（
八
王
子
地
本
Ｏ
Ｂ
会  

味
原   

進
） 

 
そ
う
い
う
内
海
さ
ん
が
心
を
和
ま
せ

る
の
が
、
意
外
に
も
詩
吟
と
い
う
高
尚
な

趣
味
。
二
五
年
間
「
錦
城
会
」

で
鍛
え
た
吟
詠
で
、
被
災

の
支
援
を
し
て
く
れ
た

全
国
の
Ｏ
Ｂ
会
員
に
「
御

礼
が
し
た
い
」と
暇
を
見

つ
け
て
は
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。 

他
人

ひ

と

の
た
め
な
ら
苦
労
も
惜
し
ま
な

い
熱
血
万
年
青
年
〝
内
海
勝
行
〟

御
年
六
七
歳
。 （

宮
城
県
気
仙
沼
市
在
住
） 

            

盛
岡
地
本
・
釜
石
支
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、

４
月
21
日
、
宮
古
市
内
の
沢
田
屋

旅
館
に
お
い
て
、
被
災
者
激
励
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

激
励
会
に
は
被
災
者
一
〇
名
を

囲
み
、
三
〇
余
名
が
参
加
し
、
水
本

事
務
局
長
の
司
会
で
13
時
30
分
に

開
会
さ
れ
ま
し
た
。 

主
催
者
を
代
表
し
て
釜
石
支
部
の

Ｏ
Ｂ
会
長
の
久
保
成
次
さ
ん
は

「
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
苦
労
は
、

言
葉
に
言
い
あ
ら
わ
せ
な
い
と
思
う
。

し
か
し
、
そ
の
苦
し
さ
を
皆
さ
ん
の

協
力
と
支
援
の
中
で
、
一
歩
一
歩 

        

  

            

乗
り
越
え
て
き
た
。
今
日
を
一
つ
の
節
目
と

し
て
、
皆
さ
ん
の
結
束
し
た
力
を
さ
ら
に

強
化
し
、
復
旧
復
興
に
向
け
て
奮
闘
し
て
い

こ
う
」
と
、
Ｏ
Ｂ
会
の
一
層
の
強
化
を
呼
び

掛
け
、
全
体
の
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。 

来
賓
で
は
地
本
委
員
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

読
み
上
げ
ら
れ
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
・
佐
々
木

副
会
長
、
釜
石
支
部
・
山
崎
委
員
長
、
地
本

Ｏ
Ｂ
会
・
小
田
島
会
長
の
順
で
挨
拶
が
さ
れ

ま
し
た
。 

被
災
者
を
代
表
し
て
、
小
林
一
二
三
さ
ん

か
ら
「
大
津
波
で
自
宅
と
66
年
生
き
て
き
た

証
を
失
い
ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｂ
会
の
仲
間
の

皆
さ
ん
の
物
心
両
面
の
ご
厚
情
を
頂
き
、
Ｊ
Ｒ

東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
と
い
う
素
晴
ら
し
い
組
織
の

一
員
で
い
る
こ
と
に
幸
せ
と
誇
り
を
感
じ
、

共
に
活
動
出
来
る
こ
と
に
自
負
を
抱
い
て

い
ま
す
」
と
謝
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
激
励
会
に
は
、
八
九
歳
の
大
先
輩
も

元
気
な
姿
を
見
せ
、
懇
親
会
で
は
終
始
な
ご

ゃ
か
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
釜
石
支
部
Ｏ
Ｂ
会

の
強
化
・
発
展
に
向
け
た 

わ
が
町
の 

有
名
人 
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） 
４
月
７
日
、
八
王
子
地
本
Ｏ
Ｂ
会
主
催
に
よ
る
講
演
集
会
が
、
Ｏ
Ｂ
会
員
56
名
が

参
加
し
て
、
地
本
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
八
王
子
地
本
の
Ｏ
Ｂ
会
が
「
講
演

集
会
」
を
開
く
の
は
Ｏ
Ｂ
会
結
成
以
来
、
初
め
て
の
こ
と
で
す
。 

釜石支部ＯＢ会／4・21被災者激励会 

 

 

 

『我らの声』第１３号は、４月２０日に発行され、

各地本ＯＢ会で購読の申し込みを受け付けて

います。 

 

 

 

Ｂ5版  192ページ  頒価：500円 

大震災体験者の証言、原発事故への怒り、

私の生き甲斐など、読み応え充分の内容

になっています。 

 

 

被災地では、沿線住民が中心になって、

山田線・気仙沼線・大船渡線などの早期復旧

を目指して「署名活動」を行っています。 

被災したら「ローカル線廃止」ではたまりませ

ん！ 

地域住民の重要な足になっているローカル

線を守るため署名に協力しましょう。 

 
 

署名期間 5月31日まで 

署名用紙は、地本ＯＢ会役員まで 

Ｏ
Ｂ
も
後
輩
と
共
に 

理
不
尽
に
は
大
声
で 



意
思
統
一
が
さ
れ 

ま
し
た
。 


